
 

平成30年度 近畿高等学校体育大会 

第51回 近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会 実施要項 
 

１ 主  催   近畿高等学校体育連盟  奈良県教育委員会  近畿陸上競技協会 

２ 共  催   奈良市  奈良県教育委員会 

３ 主  管   奈良県高等学校体育連盟 陸上競技専門部  奈良陸上競技協会 

４ 期  日   平成30年９月14日(金)・15日(土)・16日(日) 

５ 場  所   奈良市鴻ノ池陸上競技場(ならでんフィールド) 

           〒630-8018 奈良市法蓮佐保山４丁目５-１  TEL 0742-22-0001 

６ 種  目   男子の部(20種目) 

           100m 200m 400m 800m 1500m 5000m 110mH 400mH 3000mSC 5000mW 4×100mR 4×400mR 

           走高跳 棒高跳 走幅跳 三段跳 砲丸投 円盤投 ハンマー投 やり投 

         女子の部(19種目) 

           100m 200m 400m 800m 1500m 3000m 100mH 400mH 5000mW 4×100mR 4×400mR 

           走高跳 棒高跳 走幅跳 三段跳 砲丸投 円盤投 ハンマー投 やり投 

７ 参加資格  (1) 競技者は、学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 

        (2) 競技者は、府県高等学校体育連盟に加入している高等学校の生徒で、府県陸上競技協会を経て日本陸上競

技連盟に登録された競技者であること。 

        (3) 年齢制限 

          出場者は、平成31年３月卒業予定者を除く第１学年・第２学年であること。ただし、定時制・通信制課程

の第１学年及び第２学年は第１学年の部へ、第３学年は第２学年の部へ参加することができる。ただし、同

一学年での出場は一回限りとする。 

        (4) チームを編成する場合は、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

        (5) 転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない(外国人留学生もこれに準ずる）。 

          ただし、一家転住等やむを得ない場合は府県高等学校体育連盟会長の承認を必要とする。 

        (6) 出場する競技者は、予め健康診断を受け、在籍する学校の校長の承認を得る。 

        (7) 参加資格の特例 

          ア 上記(1)(2)の定める生徒以外で、当該競技要項により大会参加資格を満たすと判断され、府県高等学

校体育連盟が推薦した生徒については、別途定める規定に従い大会参加を認める。 

          イ 上記(3)のただし書きについて、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技２回

限りとする。 

      「大会参加資格の別途に定める規定｣ 

        １ 学校教育法第72条、115条、第124条及び第134条の学校に在籍し、府県高等学校体育連盟の大会参加を認

められた生徒であること。 

        ２ 以下の条件を具備すること。 

         (1) 大会参加を認める条件 

          ア 全国高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、尊重すること。 

          イ 参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修業年限とともに高等学校と一致している

こと。また、連携校の生徒による混成は認めない。 

          ウ 各学校にあっては、府県高等学校体育連盟の予選会の出場が認められ、近畿大会への出場条件が満た

されていること。 

          エ 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに

適切に行われており、部活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失していず、運営が適切であるこ

と。 

         (2) 大会参加に際して守るべき条件 

          ア 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて傷害保険等に加

入しておくなど、万全の事故対策を講じること。 

          イ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

８ 参加制限  (1) 各学年とも１校１種目２名以内とし、同一人２種目以内(リレーを除く)とする。ただし、リレーは学年を

問わず、１校１チームとする。 

        (2) 出場者は、府県予選会の各学年、各種目３位までとする。ただし、リレー種目は、学年を問わず上位６位

までとする。 

         尚、走高跳・棒高跳は、３位までの３名とする。 

        (3) 上位競技会出場のため、府県予選会に出場できなかった者で、本大会出場を希望する者には、近畿高体連

陸上競技部の定める申し合わせ事項に従い、本大会の出場資格を与える。従って、その種目に限り増員を認



める。(推薦理由を明示すること)  

       【外国人留学生についての制限】 

        １ 男女とも１校４名以内とし、１種目１校１名の出場とする。(リレーは１チームにつき１名のみとする）。 

        ２ リレーに出場する場合には、個人種目と合わせて男女とも１校最大４種目とする。 

９ 競技規則   本大会は、2018年（公財）日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項による。 

10 競技方法  (1) 各学年男女別の学校対抗とする。 

        (2) 男女リレー種目は、学年を問わない。 

        (3) 男女別の学年合計得点によって順位を決定する。 

          種目の得点は、１位８点･･･８位１点とする。リレー及び女子棒高跳、女子三段跳・女子ハンマー投の得

点は総合の部のみ加算する。 

11 表  彰  (1) 男女とも総合成績・学年別成績第３位まで表彰する。 

        (2) 男女別各学年第３位まで表彰する(リレーは６位まで)。 

        (3) 男女別・学年別優秀選手を表彰する。 

        (4) 男女別総合優勝校の監督を表彰する。 

12 申込方法  (1) 下記所定の用紙に必要事項を記載し、各府県高等学校体育連盟陸上競技専門部でまとめて申し込むこと。 

          ☆申込書類  府県別参加校  学年別選手・役員一覧表(様式１) 

                 ＊記録の記入は、今季最高公認記録を記入すること。 

          ☆添付書類  ア 学校長押印の出場認知証明書(様式２) 

                 イ 府県予選会結果報告書(様式３) 

                 ウ 協力審判員名簿(様式４) 

                 エ 府県予選会男女別成績一覧表 

                 オ 府県大会の予選からの全記録とプログラム１部 

        (2) 申込期日  ８月２３日(木) １２時必着 

        (3) 申込場所  〒636-0104  奈良県生駒郡斑鳩町高安２-１-１ 

                        奈良県立 法隆寺国際高等学校   中 井 光 宛 

                         TEL 0745-74-3630   FAX 0745-75-3286 

13 参 加 料   一人 2,000円 

14 宿  泊  (1) 宿泊の斡旋を希望する学校は、学校別宿泊申込書に必要事項を記入し、８月２４日(金)までに、下記あて

ＦＡＸ送信すること。 

         宿泊決定の連絡は、業者が行う。詳細は別紙参照。 

          東武トップツアー㈱ 奈良支店 宛 

           TEL 0742-23-2371  FAX 0742-24-3971 

        (2) 昼食弁当についても、８５０円(消費税込)で斡旋する。 

15 そ の 他  (1) ナンバーカードは各府県別に下記により作成すること。(男子黒字、女子赤字)  

          滋 賀  1～ 99( 601～)   京 都 101～199( 701～)   大 阪 201～299( 801～) 

          兵 庫 301～399( 901～)   奈 良 401～499(1001～)   和歌山 501～599(1101～) 

        (2) 諸会議(場所：奈良市鴻ノ池陸上競技場(ならでんフィールド)会議室) 

          競 技 委 員 会     ９月13日(木)  13時00分 

          委 員 長 会 議     ９月13日(木)  14時00分 

          競技力向上委員会     ９月13日(木)  15時00分 

          研 修 委 員 会     ９月13日(木)  15時00分 

          記 録 委 員 会     ９月13日(木)  15時00分 

          監 督 会 議     ９月13日(木)  16時00分 

        (3) 近畿高等学校体育連盟陸上競技部の申し合わせ事項により各府県毎日３名の協力審判員を出すこと。 

        (4) 棒高跳用のポールは各校で責任を持って輸送すること。 

        (5) スパイクシューズのピンの長さは、全天候用で9mm以下とする。ただし、走高跳・やり投は12mm以下とす

る。 

        (6) 競技中の事故については、主催者で応急処置はするが、以降の責任は負わない。 

        (7) 競技会場の駐車スペースが限られているので、できる限り公共交通機関を利用すること。 

        (8) 個人情報の取り扱いについて 

          ア 本大会に関して寄せられた個人情報は、本大会の目的以外に使用することはありません。 

          イ 出場認知証明書(様式２)の提出により、上記アの取扱いに承諾を得たものとみなし、名前・学校名・

学年・記録の紹介や掲示板での掲載、また本大会が認めた報道機関にも公表します。入賞者に対しては

取材を受けることもあります。 

          ウ 本大会が認めた報道機関が撮影した写真等が、新聞・雑誌等で公表されることもあります。 

          エ 本大会が認めた報道機関の撮影した画像等が中継・録画放映されることもあります。 


